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水中ドローンとは
水中ドローンとは、水中を潜水潜航可能な小型無人機の
通称です。
操縦者は船上や陸上から遠隔操作による機体の操縦を
行うことができます。

海の産業革命に向けて
日本は、領海及び排他的経済水域の面積で世界６位、体積で
は世界４位に位置する海洋国家です。

しかし国内の水産漁業は、高齢化・少子化の影響による後継
者不足・労働力の減少や、原油高騰・インフラの老朽化による
コスト面など深刻な問題と直面し、省力化とコスト削減による
生産性の向上を迫られています。

一般社団法人日本水中ドローン協会は、水中事業(水産業・水
中土木工事・調査・点検)の課題に対し、「水中ドローン」という
ツールを利活用した新たな水中産業のため、環境整備と社会
実装できる人材の育成を推進します。
また、水中ドローンを用いたIT漁業・スマート水産業に向けた
、水中ドローンの最適な運用に関しての研究活動を行い、水
中ドローン分野の健全な発展に貢献します。
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水中ドローン利活用の可能性
複数の回転翼から自由に潜水・潜航可能な機体や高画質・高精細カメラを搭載した機体、潜水可能深度が100ｍを超える機体など
、日々進化する水中ドローンの性能は、個人で楽しむ趣味の領域を超え、新たな水中ビジネスを生み出す可能性を持っています。



調査 ①海底／護岸／湖水／河川／港湾
②水中事故／保険
③水質／養殖／生態系

点検 ①テトラポット／ダム／貯水槽／プール
②船（船底・船体・スクリュー）／ブイ／橋脚／海底ケーブル／定置網

安全管理 水中作業／潜水士安全対策／ダイビング
水難救助 レスキュー／捜索

水中ドローン活用事例

養殖業者の声
毎日、魚の生育具合や死骸の除去など、確認の
ために職員が潜水していた。水中ドローンで海
中の状況を把握できるので、不要な潜水が無く
なった。台風や時化などによる網の損傷具合を
確認したり、補修箇所も共有できるので、効率的
かつ省力化が図れる。

潜水作業士の声
潜水作業を行う前の現場下見・事前調査のため
の潜水が必要なくなったので、体力的な負担も
軽減され、作業効率も向上した。また作業監視役
として、水中作業の様子をリアルタイムで地上で
確認してもらうなど、水中作業の安全性の確保に
役立っている。

活躍シーンや仕事
「地表の70％は海、その95％は未知の領域」

航海史の幕開けから数百年を経ているにも関わらず、人類が海について把握しているのは、その5％程度。残り95％の
海洋は、陸地以上に新たな可能性に満ちています。

日本は、領海及び排他的経済水域の面積において世界６位、体積では世界４位に位置する海洋国家であることをご存知
でしょうか。

しかし国内の水産漁業は、高齢化・少子化の影響による後継者不足・労働力の減少や、原油高騰・インフラの老朽化によ
るコスト面など深刻な問題と直面し、省力化とコスト削減による生産性の向上を迫られています。 水中ドローンの市場
は2022年に5800億円市場へ成長すると言われており、今後さまざまなシーンで水中ドローンを活用していくことになる
でしょう。

複数の回転翼から自由に潜水・潜航可能な機体や高画質・高精細カメラを搭載した機体、潜水可能深度が100ｍを超え
る機体など、日々進化する水中ドローンの性能は、個人で楽しむ趣味の領域を超え、新たな水中ビジネスを生み出す可
能性を持っています。

2019年は水中ドローン元年、2021年は水中ドローン活用元年と呼ばれているほどこれから水中ドローン業界が成長し
ていきます。

始めるなら今がチャンス！










